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１． 本誌の目的
　１）�公益社団法人大阪府理学療法士会（以下、府

士会とする）会員の研究成果ならびに諸活動
の発表

　２）�府士会活動の記録および会員諸氏への情報還
元

　３）�理学療法の知識、 技術に関する卒後継続教育

２． 論文の種類
　１）�特　　集：
　　　�会誌編集部が企画したテーマに基づき、 会員

および会員外の方に執筆していただくもので
す。 

　２）�研究報告：
　　　�日頃の研究成果をまとめて発表して下さい。 
　　　�（オリジナリティーにあふれたものをお待ち

しています。） 
　３）�症例報告：
　　　�特殊な問題をもつ症例の臨床経験についての

報告に考察を加えて、 はじめに、 症例紹介、 
経過、 考察、 結語の順でまとめて下さい。 

　４）�短　　報：
　　　�研究・症例報告の縮小版で症例報告と同様に

はじめに、 症例紹介、 経過、 考察、 結語の順
でまとめて下さい。 

　５）�文献抄録：
　　　�最新の外国論文や邦文の成書などを 400 字詰

め原稿用紙２枚程度にまとめて下さい。 
　６）�学術奨励賞受賞論文：
　　　�前年度の大阪府理学療法士会学術奨励賞を受

賞した研究を論文にまとめたものです。 
　７）�そ の 他

３．執筆規定
　１）�原　　稿：
　　　�Ａ４判の 400 字詰め原稿用紙を用いて、 横書

き、 口語体、 現代仮名づかいで、 数字は算用
数字を用いて下さい。 

　　　�ワープロならびにパソコンでワープロソフ
トを使われる場合は、 表題ならびに各項目の
タイトルはゴシック体とし、 本文は明朝体で
打って下さい。 

　　　�研究報告・症例報告は本文、 図・表・写真、 
文献を含め 400 字詰め原稿用紙 25 枚以内で
す。 

　　　�短報は本文、 図・表・写真、 文献を含め 400
字詰め原稿用紙12枚以内にまとめて下さい。 

　　　�（サイズにもよりますが、 図・表・写真１枚に
つき原稿用紙１枚と計算して減らして下さい。）

　２）�表　　題：
　　　�原稿用紙に日本語の論文表題を記載し、 その

下に英文表題も併記して下さい。 
　　　�（英文は半角で、 接続詞・前置詞を除く各単

語の頭文字を大文字にして下さい。） 
　　　�表紙は原稿枚数に含みません。 
　３）�執 筆 者：
　　　�原則として府士会員とします。 
　　　�（ただし依頼原稿については、 この限りでは

ありません。） 
　　　�執筆者数は６名を上限とし、 所属機関ごとに

まとめて記載して下さい。 
　４）�要　　旨：
　　　�本文の内容を網羅し、 600 字以内で簡潔にま

とめて下さい。 
　　　�（文献抄録では必要ありません。） 
　５）�key words：（３つまで） 
　　　�日本語もしくは英語で記載して下さい。 
　６）�用　　語：
　　　�本文はできる限り専門用語を用いて下さい。 
　　　�ただし、 専門用語の外国語表記は避け、 必要

に応じて （  ） 内に原語を記載して下さい。 
　　　�【例】理学療法 （physical therapy） 
　　　�専門的略語の使用はできるだけ避け、 やむを

得ず使用する際は、 初出の箇所にフルスペル
を （  ） 内に記載して下さい。 

　　　�【例】ＲＯＭ （range of motion） 
　　　�外国人名には言語を用いて半角とし、 また外

国地名はカタカナで表記して下さい。 
　　　�各タイトルのナンバリングは、 Ⅰ． ⇒１． 

⇒１） ⇒（１）の順に用いて下さい。 
　７）�度量衡単位：
　　　�本文中の単位は国際単位系：ＳＩ単位
　　　�（International System of Units） を用いて下

さい。 
　　　【例】�長　さ：m （meter）， ft （feet）	

質　量：wt （weight）， g （gram） 	
時　間：h （hour）， min （minute）， 	
　　　　sec （second）	
体　積：cm3	
電　流：A	
熱量学的温度：K	
物質量：M	
周波数：Hz	
温　度：℃など
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　８）�図表・写真：
　　　�原則として著者オリジナルのものに限りま

す。 やむを得ず引用する場合には、 図表タ
イトル中に引用元を明示し、 文末の引用文献
にも記入してください。 

　　　�表は１つの表につきＡ４判用紙１枚にまとめ
て下さい。 

　　　�図は白色紙に記載・貼付し、 線画の太さを１
㎜以下の線として下さい。 

　　　�写真は出来るだけ明暗がはっきりしたものを
使用し、 裏面と台紙に番号・タイトルを明記
して下さい。 

　　　�原寸印刷の場合、 横は 8.0㎝または 17.0㎝の
いずれか、 縦は 8.0㎝以下の大きさとして下
さい。 

　　　�矢印などの表示を必要とする時は、 直接記入
せず、 トレーシングペーパーを使用して挿入
部位がわかるように別紙を添付して下さい。 

　　　�図と写真はあわせて通し番号とし、 表題およ
び説明は各々の下に記載し、 また原稿の本文
右側欄外に図表挿入箇所を指示して下さい。 

　　　�（本文はＡ４判２段組みですので、 別紙に図
表挿入位置などのレイアウトを添付していた
だければ参考にさせていただきます。） 

　　　�大切な図は複製の上、 お手元に保管して下さ
い。 

　９） 引用文献：
　　　�文献は原則として引用文献のみとし、 必要最

小限にとどめ、 本文の引用順に並べて記載し
て下さい。 

　　　�引用文献の著者氏名が複数の場合は筆頭著者
１名を記載し、 残りは日本文献の場合は"他"、 
海外文献の場合は、 "et al"と記載して下さい。 

　　　�⑴雑誌の場合
　　　　�執筆者名：論文題目 . 雑誌名 （略称がある

場合は略称使用）， 巻 （号） ：引用ページ 
（最初－最終）， 発行年 （西暦） 

　　　例�） 宮脇智， 他：脳卒中片麻痺患者における
トイレ動作と起き上がり動作の関係につい
て． 大阪府理学療法士会誌 26：65 － 68， 
1998

　　　　�Cresswell AG， et al：The effect of an 
abdominal muscle training program 
on intraabdominal pressure． Scand J 
Rehabil Med 26：79-86， 1994 

　　　�⑵単行本の場合
　　　　�・単著または複数著者の場合
　　　　�筆頭著者名：書名， 引用ページ， 発行所， 発

行場所 （外国の場合のみ）， 発行年 （西暦）

　　　例�） 馬場 元毅：絵で見る脳と神経， pp30-33， 
医学書院， 1991

　　　　�Magee DJ：Orthopedic Physical 
　　　　�Assessment， 3rd ed， pp1-52， WB
　　　　�Saunders， Philadelphia， 1997
　　　　�・編著書・監修書の場合 
　　　　�筆頭著者名：引用文献名， 筆頭編者・監修

者：書名， 引用ページ， 発行所， 発行場所 
（外国の場合）， 発行年 （西暦）

　　　例�） 川合　眞一， 他：投稿にあたって， 水島
　裕， 他 （編） ：これ一冊で医学論文が書
ける－和文・英文を正しく書くために－， 
pp73 － 104， 診断と治療社， 1990

　　　　�Engles M：Tissue response， In 
　　　　�Donatelli RA， Wooden MJ （eds）：
　　　　�Orthopedic Physical Therapy， 2nd ed， 

pp1-31， Churchill Livingstone， 
　　　　�New York， 1994

４．締切日、 採否、 掲載
　　�　投稿論文の締切日は特に設けません。 採否
は査読委員会で決定します。 その際、 多少の
字句の訂正や書き直しをお願いすることがあり
ますが、 ご了承ください。 原稿の掲載料は無
料です。 掲載誌１部を進呈致します。 

　　�　他誌へ発表された原稿や、 投稿中の原稿はご
遠慮ください。 

５．別　　刷
　　掲載原稿の別刷はありません。 

６．校　　正
　　著者校正は原則として１回行います。 

７．�本誌の掲載された論文等の著作権は、 府士会に
帰属します。 

８．原稿送付先
　　〒 540-0028　大阪市中央区常磐町１－４－ 12
　　　　　　　　常磐セントラルビル 301 号
　　公益社団法人　大阪府理学療法士会事務所内
　　　　　　　　　会誌編集部　宛

９．附　　則
　　�　この規程は、平成 25 年 4 月 1 日一部改正に
より施行する。
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